
現在、国際定期便が就航しているのは２３空港あり、うち９空港でアジア以外の便が
ある。成田、関空の空港利用者数が全国の約８割を占めている。

基礎的モニタリング 視点：交通基盤や住宅等の整備及びその効果の変遷はどのようになっているのか。

指標：国際交流に関する国土
基盤の利用（空港）

平成12年度国際航空旅客動態調査
（国土交通省航空局）より作成

10便／週
アジア（東アジア、東南アジア、
極東ロシア）
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空港利用者数（万人／年）

国際定期便の就航状況は、JTB時刻表
(02年5月号）より調査（1週あたりの便数）

出国先別の国際定期便就航状況
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（1，285万人/年）

(253万人/年）

■国土のモニタリング


